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インターネットをはじめとするマルチメディアサービスを支える公衆網用ATMプラットフォーム

公衆網用ATMプラットフォームは,企業網やインターネットプロバイダを効率よく収容するサービスコンセントレークと,多様なプロトコル

を処理する大容量のスイッチノードから成る｡

マルチメディア通信サービスを提供する公衆通信網の

構築に通するATM(Asynchronous Transfer Mode)プ

ラットフォームを開発した｡多種多様なサービスに対応

するサービスコンセントレータと,大容量通信に対応す

るスイッチノードから成る機器群である｡

サービスコンセントレ一夕を用いると,ATMだけで

なく,フレームリレーや回線エミュレーションなどの各

種通信サービスを柔軟に収容できるため,WANやLAN

などを持つ企業ユーザーやキャンパスネットワークを,

公衆網を介して広域接続することが可能である｡また,

スイッチノードにインターネットプロトコル制御機能

や,その他のプロトコル制御機能をサーバとして付加し

てインターネット サービス プロバイダの基幹回線を収

容し,広域IP(InternetProtocol)網を構成することもで

きる｡

サービスコンセントレ一夕1ユニットでは,最大84回

線(1.5Mビット/s)を収容することができる｡一方,スイ

ッチノードは最大10Gビット/sの交換容量を持っている

ので,サービスコンセントレ一夕を最大32台収容できる

とともに,155Mビット/sの光回線を直接収容すること

も可能である｡

公衆網の信頼性に配慮して,各機器の制御部やスイッ

チ部などの共通部分はすべて二重化することが可能であ

り,1.5Mビット/s回線インタフェースカードはⅣ:1予

備構成がとれる｡
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1.はじめに

パソコン通信の急速な普及に始まり,インターネッ

ト･イントラネットの活用がこれを加速する形で,デー

タ通信の通信量は爆発的に増加している｡また,PHS

(PersonalIiandyphoneSystem)や携帯電話,ポケット

ベルなども今や一人1台と言えるほどに一般化してきて

おり,音声通信の通信量も急激に伸びている｡その結果,

公衆通信網には,大容量化と多種多様なサービスヘの柔

軟な対応が求められている1),2)｡特に情報通信先進国の米

国では,公衆網を担うキャリヤ(公衆通信網業者)間で,

低料金･大量かつ多種多様な通信サービスの競争が激化

している｡

このような状況の下で,ユーザーの要求に的確にこた

えるために,ATM(AsynchronousTransferMode:非

同期転送モード)通信を基本とした,キャリヤ向け交換機

に適用するマルチサービスプラットフォームを開発した｡

ここでは,プラットフォームを構成する機器群,すな

わち,多種多様なサービスに対応するサービスコンセン

トレ一夕と,大容量通信に対応するスイッチノードにつ

いて述べる｡

2.マルチサービスプラットフォーム

ATMの特徴は,多様な通信サービスをATMセルとい

う一元的なメディアに置き換え,LSIやメモリなどのハ

ードウェア技術を有効に用いて,高速かつ多量に転送す

ることにある｡現在用いられている代表的な通信サービ

スとATM綱との関係を模式的に図1に示す｡同凶は,フ

レームリレーサービスやインターネットプロトコル,回

線エミュレーションなど,物:哩インタフェース,通信レ

イヤ構造,プロトコルなどが異なるさまざまな通信サー

ビスを,ATMアダプテーションレイヤを含むサービス

アダプテーション機能を介してATM化し,ATMスイッ

チング機能やクロスコネクト機能で一元的に通信する概

念を表している｡ここでは,これらのさまざまな通信サ

ービスを総称してマルチサービスと呼ぶ｡

マルチサービスを公衆網に効率的に収容するために

は,加人者回線に接続する回線インタフェース部を,各

種通信サービスに容易に対応できるように,かつ経済的

に構成しなければならない｡マルチサービスプラットフ

ォームでは,表1に示す2種類の回線カードでこれを実

現した｡パケット系サービスには基本系サービスに無い

フレーム処理が必要なので,ハードウェアを別にしたほ
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注:略語説明 B-1SDN(Broadbandlnte9ratedSeⅣicesDigitalNetwork)

図】 マルチサービスATM網

サービスアダプテーション機能が各サービス独自の信号方式を

隠蔽(ペい)し,ATMによる一元的通信を可能とすることにより,経

済効率の良いネットワーク構築が行える｡

うが基本サービス系の回線カードの経済性が向上する｡

各種通信サービスヘの対応は,回線カード上のメモリに

搭載されたファームウェアで行う｡このファームウェア

は,装置の制御系部分に設けられた綱管理インタフェー

スを通じて,遠隔からダウンロードすることが可能であ

る｡これにより,サービスの変更や機能追加に柔軟に対

応できる｡

3.システム構成

3.1サービスコンセントレーク

サービスコンセントレ一夕の主要な機能は,各種通信

表l 回線インタフェース部仕様

2種猥のハードウェア(回線カード)でマルチサービスをサポー

トする｡基本系サービスをlユニット当たり最大84回線収容するこ

とが可能である｡

回線カード種別 基本系サービス パケット系サービス

収容回線数 4 4またはZ*

収容回線速度 l.5Mビット/s l.5Mビット/s

サービス種別

(ファームウエアで

変更可能)

ATM,

フレームリレー,

FUNl/D札
回線エミュレーション インターネット

プロトコル

冗長構成 カード単位で〃:l

予備

同左

注:略語説明ほか

FUNl(Frame〕serNetworklnterface),DX"DataExchangelnterface)

*マルチチャネル(64kビット/sx〃)の場合は2同線だけ
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サービスを集約し,アダプテーション機能を用いて

ATM化を行い,ATM通信として必要な処理を施した

後,通信情報をスイッチノードに転送することである｡

機能構成を図2に示す｡

すでに述べたように,回線インタフェース部が各種通

信サービスに応じた処理を行う｡回線カードはカード単

位での増減が可能であり,収容回線数やサポートする過

信サービスに応じた装置構成が可能である｡

多重機能部では,1.5Mビット/sの各回線を時分割に

よって155Mビット/sの回線へ多重する｡ここでは,統計

多重の一種であるATM多重は行わないので,通信情報

は欠落しない｡

ATM終端機能は,ATMセルヘッダの内容の書き換え

など,ATM通信に必要な処理を行う｡ATMセルプロセ

ッサと呼ぶ独自開発技術を用いているため,155Mビッ

ト/sでの高速な処理が可能である｡

このように,多重化技術と高速化技術を巧みに組み合

わせた結果,ATM終端機能と多重機能部を合わせても,

必要な機能が1枚の回路基根で搭載できるようになっ

た｡これにより,きわめて小型で経済的なサービスコン

セントレ一夕が実現した｡

なお,各回線に対して共通部分である多重機能部と

ATM終端機能部については完全二重化とし,信輯性の

確保を図っている｡一方,回線インタフェース部は経済

性を考慮し,回線カードⅣ枚に対して1枚の予備を設け

るⅣ:1予備構成とした｡サービスコンセントレ一夕で

は,この+Ⅴ＋1枚のカード構成を1単位とした領域を複

｢-i重奏亘≡宝玉亘1一--
低速ATM

回線

エミュレーション

■カ

ツ

ービ

S

MH
匝亘≡頭重†

フレームリレー

FUNlノDXl

lP

(フレームリレー)

＼＼-各種回線カードー/

多重

機能

ATM

終端機能
155M

ビット/S

図2 サービスコンセントレークの構成例

l.5Mビット/s回線上の各種通信サービスをATM化し,ほ5Mビッ

ト/sの光ファイバ上へ多重する｡回線インタフェースカードは2種

類だけであり,ファームウェアの使い分けで各種通信サービスに対

応する｡

数持っている｡

3.2 スイッチノード

スイッチノードの機能は,45Mビット/sまたは155M

ビット/sなどの高速ATM回線をスイッチングすること

にある｡スイッチノードの主な仕様を表2に,構成を図3

にそれぞれ示す｡

ソフトウェアはオブジェクト指向モデルを採用してお

り,MIB(ManagementInformation Base)情報の変更

や拡張により,機能追加やサービスの変更に対応するこ

とができる｡網管理システムを用いて機器構成の変更や

通信網の運用管理を制御することもできる｡鋼管理シス

テムは,機器の構成や運用状況,障害情報などをワーク

ステーションのディスプレイ上に直観的に表示する優れ

たGUI(GraphicalUserInterface)を持つ｡

表2 スイッチノードの主な仕様

制御部やスイッチ部は完全二重化構成が可能である｡一方,回線

インタフェース部は二重化有無の選択が可能であり,また二重化有

無混在構成も可能である｡

項 目 仕 様 内 容

外形寸法 ●幅539×奥行き432×高さ844(mm)

●23インチラック対応キャビネット

回線インタ ●回線種別:155Mビット/s(光ファイバ)*ま

フェース部 たは45Mビット/s(同軸)

●収容回線数:最大64回線

●冗長構成:二重化有無の選択,および混在

が可能

スイッチ部 ●最大スループット:10Gビット/s
(共通バッファ型ATMスイッチ)

●優先クラス(遅延,廃棄)設定可能

●冗長構成:完全二重化可能

制 御 部 ●汎用CP〕ボード使用

(将来のCPU性能向上に容易に対応可能)

●各種アラlム表示インタフェース装備

●網管理装置用LANインタフェース装備

●冗長構成:完全二重化可能

電源･冷却
-48V(DC)･強制空冷

ソフトウェア ●オブジェクト指向モデル適用(標準MIB対応)

●SNMPで網管理システム**と交信可能

そ の 他 ●サービスコンセントレークを最大3Z装置収

容可能(上記の155Mビット/s回線インタフ

エースを使用)
●SVC対応信号装置付加可能

●lP対応制御装置付加可能(ただし,別ユニツ

卜によるオプション)

注:略語説明ほか CPU(CentralProcessingUnit)

M旧(Managementhlformation Base)

SNMP(SimpleNetworkManagementProtocol)

SVC(SwitchedVirtualCircuit)
* シングルモード対応｡ただしオプションでマルチモード対応も可能

**汎用ワークステーション上のアプリケーションで実現
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図3 スイッチノードの構成

各機能ブロックは基本的にすべて二重化しており,公衆網キャリ

ヤの要求する信頼性にこたえられるものとなっている｡

将来は,40Gビット/sから640Gビット/s程度までの交

換容量を持たせて,155Mビット/sから2.4Gビット/sの

回線速度を持つようにスイッチノードを拡張する考えで

ある｡現在は,これを実現するための基礎技術開発3)を行

つている｡

4.ネットワークへの適用形態

マルチサービスプラットフォームを適用した公衆網の

構成例と,企業網や一般ユーザーとの接続形態を55ペー

ジの図に示す｡サービスコンセントレ一夕を用いると,

ATMだけでなく,フレームリレーや回線エミュレーシ

ョンなどの各種通信サービスを柔軟に収容できるため,

WAN･LANなどを持つ企業ユーザーやキャンパスネ

ットワークを,公衆網を介して広域接続することができ

る｡また,スイッチノードにインターネットプロトコル

制御機能や,その他のプロトコル制御機能をサーバとし

て付加してインターネットプロバイダの基幹回線を収容

し,広域IP(InternetProtocol)網を構成することも可能

である｡155Mビット/sの回線を必要とするユーザーは,

スイッチノードに直接収容することも可能である｡

サービスコンセントレ一夕,スイッチノード,IP制御

装置などは,すべて標準の23インチラックに取付けがで

きるユニットタイプなので,これらを同一局舎内に設置

する場合,コンパクトに収容することができる｡

一方,サービスコンセントレータは,155Mビット/sの光

ファイバ回線を介して遠隔設置することもできるので,

物理的にもより柔軟なネットワーク構成が可能である｡
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5.おわりに

ここでは,マルチメディア通信サービスを効率よく提

供するATMプラットフォーム機器について述べた｡

多様化する通信サービスと増大する通信量に柔軟に対

応できる公衆通信網の構築に必要な各機能を,サービス

コンセントレ一夕,スイッチノード,および関連サーバ

群で機能分担することにより,効率的かつ経済的な運用

が図れる｡さらに,今後のサービス拡張や綱構成の変更

などにも容易に対応できるように,各機器内の機能の独

立性を高めるとともに,オブジェクト指向モデルによる

ソフトウエアにより,ノ､-ドゥェアとソフトウェアのイ

ンタフェースを標準化した｡

今後も,ユーザーニーズにこたえるATMプラットフ

ォーム機器の開発に注力していく考えである｡
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